
















■某月某日・カルディナ某所







「ようやく、ゼクスも脱獄に動き出すか」

　その日、ラスカルは彼らの本拠地の執務室で一葉の写真を眺めていた。

　普段はアイテムボックスに収め、人の目につかないように仕舞い込んでいるものだ。

「ご主人様、その写真って何ですか？」

　感慨深そうに写真を見る自らの主に、マキナは不思議そうに写真を覗き込んだ。

　写真に写っている人物は四人。ラスカル、エミリー、ゼタ、そしてゼクスだ。

「これは俺達が初めて会ったときの写真だ。こちらの時間で一年以上前だな」

「んー。つまりは＜ＩＦ＞の初期メンバーの初顔合わせ。私が拾われて接続する前ですね」

「ああ」

「こうして見ると個性の強すぎるメンバーですよね。一番普通そうな見た目の人は【犯罪王】でスライムですし。一体どういう経緯で手を組んだんです？」

「……そうだな。話すと長くなるのでかいつまむが……」




　今現在、社会の表裏に名を轟かせる＜ＩＦ＞。

　基礎となる四人が集まった経緯は偶然と、ある人物の野望が理由だった。

　その人物の名はズワルト・フリーベル。

　王国の伯爵であり……その実は野心ゆえのクーデターを画策していた人物である。

　伯爵は配下の軍勢を、密かに発掘していた先々期文明の遺産で増強していた。

　しかし、秘匿していた＜遺跡＞の兵器を発掘し尽くしても、伯爵はそれでは戦力が足りないと考えた。

　彼は王国の第一王女が【聖剣姫】であることは知らされていなかったが、そうでなくとも【大賢者】と【天騎士】に率いられた王国軍を相手に確実な勝利を得るには、まだ戦力が足りないと判断したのだ。

　そして伯爵は不足する戦力を補うべく、当時から先々期文明兵器の商人として活動していたラスカルに目をつけ、彼の所有する先々期文明の武器・兵器にも目を付けたのである。　

　ラスカルは脅迫紛いの取引を持ち掛けられたが、それを拒絶。

　その後の伯爵は脅迫通りに強硬策を取り、ラスカルはティアンの盗賊や暗殺者につけ狙われる日々を送ることとなる。

　ラスカルもそれらに対処する面倒さに嫌気がさし、ケリをつけなければと……伯爵の治める都市フリーベルに踏み込んだのである。

　しかし同時期、グランバロアを出奔したばかりのゼタの姿もフリーベルにあった。

　ラスカル、伯爵、ゼタ。それぞれの思惑が絡み合う仲で抗争は過熱。

　その最中、伯爵の手勢がラスカルと共にいたエミリーの逆鱗に触れて彼女が自動殺戮モードに突入し、戦闘はさらに拡大。

　そして極めつけとして、タイミングよく、あるいは悪く……特に思惑もなく偶々そこにいたゼクスまでもが渡りに船のような顔で乱入してきたのである。

　当時のフリーベルは、指名手配＜超級＞四人が戦闘を繰り広げる惨劇の場と化した。




「正直に言えば、当事者である俺自身も何でああなったのか分からない。エミリーも途中から俺の見えないところで動き始めていたしな」

「はぁ。それはまた……ていうか＜超級＞に喧嘩売るその伯爵がヤバいですね」

「それだけ自分の力に自信があったのだろう。伯爵自身は『魔力を用いる装備の性能を引き上げる』戦闘系超級職【魔装王】。さらに保有戦力も貴族の中ではトップクラスだった。何より、当時はまだそこまで王国内で＜マスター＞の戦力評価は高くなかった」

　今の基準で考えればラスカルに手を出した伯爵は恐ろしい命知らずだが、当時は皇国との戦争どころか【グローリア】の襲来前。

　そのため、王国内ではまだそこまで＜マスター＞の力が注目されていなかった。

　実際に規格外の力を目の当たりにしたかどうかで、評価はまるで違ったのだ。

「戦いはやがて俺達四人と伯爵の争いになり、伯爵も切り札である先々期文明の巨大兵器を持ち出した」

　ラスカルの知る限り、ティアンの中ではかなりの強者だった。先々期文明兵器を超級職で強化した戦闘力は下手な＜超級＞に勝る。

　今のラスカルの傍らに立つ機械仕掛けのメイドを手に入れていなかった頃……事件当時の彼が独りで戦っていれば、勝敗は分からなかった。

　ただし、そのときの伯爵は＜マスター＞を侮り、何より恐ろしさを知らなかった。

　もしも今の王国貴族と同等の認識を持っていれば、戦闘系の＜超級＞四人を同時に相手取る愚は犯さなかっただろう。

「最終的に俺達は兵器を破壊し、伯爵も死んだ」

「へぇ、どんな兵器なんです？」

「残骸は俺が回収して仕舞っておいたが、この間見たら無くなっていた。……またお前が勝手に材料にしたんだろう」

「え？　どれだったんでしょう……」

「ともあれ、始まりこそ迷惑な話だったが結果を見ればそれぞれ得るものがあった」

　ラスカルが述べたように、兵器の残骸は慰謝料代わりに彼が回収した。

　自動殺戮モードのエミリーもいたので敵戦力は全滅し、彼女のリソースになった。

　伯爵邸に残る他の金品やアイテムはいつの間にかゼタが盗んでいた。

　そしてゼクスはと言えば……。

「事件後、ゼクスは『それでは今回の罪状はこの私が総取りさせていただきますね』と言って罪を全て被った」

「えぇ…………？」

　しかもクーデターの証拠を隠滅し、まるで何もしていないフリーベル伯爵家が犯罪者であるゼクスに襲われて全滅したかのように見せかけたのである。

　それがフリーベル伯爵邸惨殺事件と呼ばれるものの、世に出ない顛末である。

　ゼクスの提案を聞いた当初は正気を疑ったラスカルだが、【犯罪王】の持つスキルとゼクス自身の信条を知って納得した。

　今のマキナのように、ドン引きもしたが。

「ふふ……」

　とはいえ、それだけならばもう二度と会わないことを祈りながら別れていただろう。

　最後こそ共闘の形で伯爵を倒しはしたが、途中まではエミリー以外の誰が〝監獄〟に落ちてもおかしくない戦いでもあった。

　当初のラスカルはゼクスとゼタの二人を危険な敵だと認識していたのだ。

　しかし、彼にとって想定外だったことがある。

「あいつらとその後も付き合うようになったきっかけは……エミリーがゼクスとゼタに懐いたことだった」

「エミリーちゃんが？」

「どういう訳か、な」

　あるいは、ラスカルの目が届かなかったときに二人と何かあったのかもしれない。だが、ラスカルが聞いてもエミリーの説明は要領を得なかった。

　そして二人の方にそれを聞けるような関係になったときには……聞く必要もなくなっていたのである。

「エミリーは早々にプラス判定を出し、久しぶりにできた『お友達』との記念撮影をせがんだ。この写真はそのとき、俺自身がドローンで撮影したものだ」

　以前のラスカルのバトルスタイルは戦闘用ドローンでの波状攻撃だったが、普通のドローンのような使い方ができないわけでもなかった。

「以降、俺達四人の交友が始まり、ゼクスが【グローリア】から得た超級武具をきっかけに今の目的が生まれ、そのための＜ＩＦ＞が始まった」

「月並みな言葉ですけど、『人に歴史あり』って奴ですね」

「……そうだな」

　人ならざる身であり、ラスカル達より遥かに歴史を重ねているマキナが言うのは、少し皮肉になっているように思えた。

「まぁ、いざ付き合ってみるとあいつらは癖が強い。ゼタはああ見えて自分の欲求に正直で無茶な盗賊行為をするし、ゼクスは信条ゆえに普通ならしないことを繰り返した。エミリーのこともあって、尻拭いが多かった俺の心労は増した」

「最初からそういう立ち位置だったんですねご主人様……」

「本当にな。まったく、苦労を掛けさせられる」

「でも、ちゃんと面倒を見ているってことはお二人のこと好きですよね？」

「…………」

　その言葉は否定のしようもない。

　先にゼクス達を友達と認識したのはエミリーだったが、ラスカル自身も同様の思いを抱くのに然程の時間は要らなかったと記憶している。

「……悪人には悪人なりに、馬が合う相手がいた。それだけの話だ」

　顔を逸らして少し照れくさそうにする彼を、マキナは微笑ましそうに見るのだった。
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